
三
鷹
市
で
は
す
で
に
今
年
３
月

に
市
の
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」

を
改
正
し
て
、
通
信
回
線
の
接
続

先
機
関
に
個
人
情
報
の
漏
え
い
ま

た
は
不
適
切
な
利
用
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
独
自
の
調

査
や
接
続
の
一
時
停
止
な
ど
を
含

む
『
必
要
な
措
置
』
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
大
き

な
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
国

に
対
し
て
も
こ
の
規
定
に
基
づ
き

速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

な
お
、市
の
管
理
・
運
用
に
関
し

て
は
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理

基
準
を
設
け
個
人
情
報
保
護
に
努

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、
８
月
５
日
Ã
か
ら
、
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク

シ
ス
テ
ム
」（
以
下
『
住
基
ネ
ッ
ト
』）
の
一
次
稼
働
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
市

区
町
村
と
都
道
府
県
を
専
用
の
通
信
回
線
で
結
び
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
で
、
住
民
基
本
台
帳

の
一
部
の
情
報
を
用
い
て
本
人
確
認
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

∞
市
民
課
住
民
記
録
係
ò
内
線
２
３
３
５
・
２
３
３
６

人
や
同
じ
世
帯
の
方
の
住
民
票
の

写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

±
こ
の
カ
U

ド
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
転
出
・
転
入
の
手
続
き
で

事
前
に
転
出
届
を
郵
送
す
る
と
、

窓
口
に
行
く
の
が
転
入
時
の
１
回

で
済
み
ま
す
。

Ｑ
４

私
の
知
ら
な
い
所
で
、
私

の
情
報
が
勝
手
に
使
わ
れ
た
り
は

し
な
い
か
？
　
個
人
情
報
は
守
ら

れ
る
か
？

Ａ
４

ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
は
す
べ
て

専
用
の
回
線
を
使
い
、
通
信
デ
U

タ
は
暗
号
化
す
る
な
ど
し
て
、
外

部
か
ら
の
侵
入
が
で
き
な
い
仕
組

み
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
を
扱
う
職
員
は
、

操
作
者
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
U

ド
や
パ
ス

ワ
U

ド
の
入
力
が
な
け
れ
ば
、
個

人
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
何

の
情
報
を
見
た
か
を
監
視
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
情
報
の
漏
え

い
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
罰
則
も

設
け
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク

シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
に
関

し
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
て
い
る
意
見
・
ご
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

Ｑ
１

住
基
ネ
ッ
ト
っ
て
な
に
？

Ａ
１

全
国
約
３
３
０
０
の
自
治

体
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
る
本

人
確
認
情
報
（
Ｑ
２
参
照
）
を
、

通
信
で
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
化
す

る
こ
と
で
、
自
治
体
を
越
え
て
本

人
確
認
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
規
模
で
事
務

の
効
率
化
や
サ
U

ビ
ス
提
供
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

Ｑ
２

本
人
確
認
情
報
っ
て
な

に
？

Ａ
２

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生

年
月
日
・
住
民
票
コ
U

ド
と
こ
れ

ら
の
変
更
情
報
（
異
動
日
と
異
動

事
由
）
で
す
。
こ
の
情
報
が
住
基

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
指
定
情
報
処

理
機
関
（
※
）
や
都
道
府
県
に
保

存
さ
れ
、
本
人
確
認
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

（
※
）
指
定
情
報
処
理
機
関
＝
都
道
府

県
の
本
人
確
認
情
報
を
処
理
す
る
事

務
の
一
部
を
行
う
た
め
、
総
務
大
臣

か
ら
指
定
さ
れ
た
機
関
で
す
。

Ｑ
３

な
に
が
便
利
に
な
る
の
？

Ａ
３

平
成
14
年
８
月
か
ら
、
国

の
行
政
機
関
な
ど
で
住
基
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
始
ま
る
の
で
、
例
え
ば

雇
用
保
険
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
手
続
き
で
、
住
民
票
の
写
し
を

提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す

（
実
施
時
期
は
手
続
き
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）。

ま
た
、平
成
15
年
８
月
か
ら
は
、

次
の
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。Ø

申
請
に
よ
り
、
住
民
基
本
台

帳
カ
U

ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
U

ド
）
を
交

付
し
ま
す
。

∞
こ
の
カ
U

ド
を
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
国
ど
こ
で
も
ご
本

さ
ら
に
、
国
の
行
政
機
関
な
ど

へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
は
、

法
律
上
に
根
拠
の
あ
る
場
合
に
限

定
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報

が
勝
手
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
５

私
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
や
指
定
情
報
処
理
機
関
に

提
供
し
な
い
で
ほ
し
い
。

Ａ
５

情
報
の
提
供
は
法
律
（
住

民
基
本
台
帳
法
）
の
定
め
に
従
っ

て
行
っ
て
い
る
の
で
、
個
人
の
希

望
に
よ
り
情
報
を
提
供
す
る
・
し

な
い
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
住
基
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
年
金

や
雇
用
保
険
な
ど
の
給
付
や
資
格

認
定
の
際
に
、
わ
ざ
わ
ざ
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
提
出
し
な
く
て
よ

く
な
る
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
で
み

な
さ
ん
へ
の
サ
U

ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
ゆ
け
る
仕
組
み
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

Ｑ
６

国
民
総
背
番
号
制
と
は
違

う
の
？

Ａ
６

い
わ
ゆ
る
国
民
総
背
番
号

制
と
は
異
な
り
、
住
基
ネ
ッ
ト
で

使
用
す
る
情
報
は
住
所
・
氏
名
・

性
別
・
生
年
月
日
・
住
民
票
コ
U

ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
だ
け
で

す
。
し
か
も
、
こ
の
情
報
の
利
用

は
、
法
律
で
認
め
ら
れ
た
事
務
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

国
民
総
背
番
号
制
と
は
全
く
異
な

る
も
の
で
す
。

Ｑ
７

番
号（
住
民
票
コ
U
ド
）を

付
け
て
ほ
し
く
な
い
。
は
ず
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
７

住
民
票
に
つ
い
て
の
法
律

（
住
民
基
本
台
帳
法
）
で
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず

番
号
（
住
民
票
コ
U

ド
）
が
付
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
８

参
加
を
や
め
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
８

三
鷹
市
は
右
の
記
事
の
よ

う
に
、
市
民
の
個
人
情
報
を
守
る

た
め
に
厳
格
な
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
定
め
ら

れ
た
住
基
ネ
ッ
ト
に
参
加
い
た
し

ま
す
。

三
鷹
市
農
業
振
興
計
画
（
平
成

10
年
３
月
作
成
）
の
改
定
案
を
検

討
す
る
会
議
で
、
一
般
公
募
に
よ

る
市
民
委
員
（
３
人
）
を
募
集
し

ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
農
業
団
体
・
学

識
経
験
者
・
関
係
機
関
な
ど
か
ら

推
薦
さ
れ
た
方
々
と
、
こ
の
一
般

公
募
委
員
を
合
わ
せ
て
総
数
13
人

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

平
成
14
年
８
月
末

現
在
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方

で
、
ほ
か
の
市
長
附
属
機
関
審
議

会
の
委
員
や
市
職
員
で
な
い
こ

と
。

▼
８
月
30
日
–
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
（
窓
口
で
配
布
）
で
生
活
経

済
課
都
市
農
業
係
（
第
二
庁
舎
３

階
）
へ
申
し
込
む
。
公
募
数
３
人
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

∞
同
課
ò
内
線
３
０
６
３

住
基
ネ
ッ
ト
の
稼
働
に
と
も
な

い
、
８
月
５
日
現
在
、
市
内
に
住

民
票
の
あ
る
み
な
さ
ん
に
は
、
新

た
に
「
住
民
票
コ
U

ド
」
が
付
番

さ
れ
、住
民
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

付
番
さ
れ
た
住
民
票
コ
U

ド
は
、

確
実
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
「
配

達
記
録
郵
便
」
で
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
こ
の
た
め
、
少
し
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
遅
く
と
も
８
月

下
旬
ま
で
に
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ま
た
、
８
月
５
日
以

降
に
、
出
生
や
海
外
か
ら
の
転
入

な
ど
で
新
た
に
住
民
票
に
記
載
さ

れ
る
方
に
も
、
住
民
票
コ
U

ド
が

付
番
さ
れ
、
こ
れ
も
、
そ
の
都
度

ご
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
票
コ
U

ド
は
11
け
た
の
番

号
で
、
全
国
共
通
の
方
法
で
本
人

め
ま
す
。
例
え
ば
「
住
基
ネ
ッ
ト
」

を
取
り
扱
う
端
末
機
器
の
限
定
、

「
住
基
ネ
ッ
ト
」
機
器
の
取
り
扱

い
を
行
う
職
員
の
制
限
な
ど
を
定

め
、
情
報
の
漏
え
い
な
ど
の
防
止

を
は
じ
め
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
ま
た
、

外
部
機
関
に
よ
る
定
期
的
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
監
査
の
実
施
を
定
め
る

な
ど
、
独
自
に
個
人
情
報
の
保
護

に
関
し
て
厳
格
な
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
に
基

づ
い
た
男
女
平
等
施
策
を
、
市
が

展
開
す
る
た
め
の
計
画
で
も
あ
り

ま
す
。

現
在
市
で
は
、
市
民
・
事
業
者

と
の
協
働
で
よ
り
良
い
行
動
計
画

を
作
る
た
め
に
、
公
募
市
民
・
学

識
者
・
関
係
団
体
の
推
薦
者
・
市

内
事
業
者
代
表
で
構
成
す
る
市
民

会
議
を
設
け
て
、
計
画
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
の
声
を

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
９
月
13
日
–
（
必
着
）
ま
で
に
、

fl
住
所
・
‡
氏
名
・
·
年
齢
・
‚

電
話
番
号
・
„
男
女
平
等
行
動
計

画
（
仮
称
）
に
盛
り
込
み
た
い
内

容
・
意
見
を
記
入
し
、
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
U

ル
で
送
付
す

る
。

◆
送
付
先

「
〒
181
―
８
５
５
５

三
鷹
市
役
所
企
画
経
営
室
平
和
・

女
性
・
国
際
化
推
進
係
」
・
¿
48

―
１
４
１
９
・
Ｅ
メ
U

ル：
kika

ku@
city.m

itaka.tokyo.jp

市
で
は
、
平
成
４
年
度
策
定
の

女
性
行
動
計
画
に
か
わ
り
、
新
し

い
男
女
平
等
行
動
計
画
（
仮
称
）

を
作
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
策
定
さ
れ
た

「
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
」
に

あ
る
「
男
女
平
等
社
会
の
実
現
」

を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

の
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
の
「
男

※
計
画
の
案
を
作
成
し
ま
し

た
。
企
画
経
営
室
（
市
役
所
３
階
）

の
ほ
か
、
図
書
館
、
社
会
教
育
会

館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

で

配
布
し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
U

ム

ペ
U

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。※

計
画
は
今
年
度
中
に
完
成
の

予
定
で
す
。
意
見
を
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
完
成
冊
子
を
お
送
り
し

ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５

市
で
は
、
ス
ト
U

カ
U

被
害
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
U

を
保
護
す
る
た

め
、
ス
ト
U

カ
U

行
為
者
か
ら
の

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
請
求
を
拒

否
で
き
る
要
綱
を
定
め
、
８
月
１

日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

「
ス
ト
U

カ
U

被
害
者
等
に
対
す

る
住
民
基
本
台
帳
事
務
に
係
る
支

援
に
関
す
る
要
綱
」
で
、
ス
ト
U

カ
U

被
害
な
ど
を
継
続
的
に
受
け

て
い
る
方
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
、
警
察
署
な
ど
に
申
し
出
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

れ
ば
、
要
綱
に
基
づ
い
て
ス
ト
U

カ
U

行
為
者
か
ら
の
交
付
請
求
を

拒
否
し
た
り
、
閲
覧
で
き
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ス
ト
U

カ
U

規
制
法
で
は
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
、
生
命
お
よ

び
身
体
へ
の
危
険
が
切
迫
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
も
、
同

様
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

∞
市
民
課
ò
内
線
２
３
２
８

三
鷹
市
の
第
三
セ
ク
タ
U

で
の

臨
時
職
員
募
集
。

◆
職
種

fl
三
鷹
駅
前
市
政
窓
口

の
窓
口
業
務
（
若
干
名
）
、
‡
一

般
事
務
（
１
人
）

◆
勤
務

fl
三
鷹
駅
前
市
政
窓
口

で
９
月
中
旬
〜
平
成
15
年
３
月
31

日
、
‡
産
業
プ
ラ
ザ
で
９
月
１
日

〜
平
成
15
年
２
月
28
日

◆
報
酬

時
給
880
円
交
通
費
実
費

支
給

▼
８
月
22
日
œ
ま
で
に
、
履
歴
書

を
同
社
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

申
し
込
む
。
く
わ
し
く
は
同
社
ò

40
―
９
６
６
９
へ
。

◆試験日程 一次試験＝10月20日

À、二次試験の日程は追って一次

試験合格者に連絡します。

◆応募資格 昭和47年４月２日～

昭和58年４月１日生まれの方

◆勤務時間 午前８時30分～午後

５時15分

◆休日 完全週休２日制（土・日

曜日）※勤務時間・休日は配置先

により異なる場合があります。

◆給料 202,620円（調整手当含む）

※大卒の場合

�８月26日Ã～９月６日–（必着）

に、受験申込書（必要事項を記入、

写真（縦４㌢×横３㌢）１枚を貼

付、押印したもの）を「〒181―

8555三鷹市役所職員課」に郵送で

申し込む。

※募集要項と受験申込書は　職

員課（市役所３階）と各市政窓口

で配布しています。

≥職員課ò内線2233・2235
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住
基
ネ
ッ
ト
Ｑ
＆
Ａ

三鷹市職員

（建築技術、土木技術）（若干名）を

三
鷹
市
農
業
振
興
計
画
改
定

市
民
会
議
委
員
を
一
般
公
募
し
ま
す

「住民票は出しません」

ストーカー

被害者支援のため

要綱制定

■
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
で

臨
時
職
員
を

◎
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

U

ク
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
伴

う
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

の
三
鷹
市
の
対
応

◎
住
民
票
コ
U

ド
通
知
を
お

送
り
し
て
い
ま
す

確
認
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
も
の

で
す
。

こ
の
番
号
は
、
一
人
に
ひ
と
つ

が
無
作
為
に
付
け
ら
れ
、
ほ
か
の

人
と
同
じ
番
号
が
付
く
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
番
号
に
よ
り
、

出
身
地
や
家
族
関
係
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、

ほ
か
の
市
区
町
村
に
転
出
し
て
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。

住
民
票
コ
U

ド
は
、
ご
本
人
の

申
し
出
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
変
更
後
の

住
民
票
コ
U

ド
も
無
作
為
に
付
番

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
希
望

の
番
号
を
選
ん
で
付
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
住
民
票
コ

U

ド
を
変
更
す
る
と
き
は
、
身
分

証
な
ど
で
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
他
人
に
対
し
て
住
民
票

コ
U

ド
を
教
え
る
よ
う
求
め
る
こ

と
や
、
民
間
に
お
い
て
住
民
票
コ

U

ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
法
律

に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
住
民
票
コ
U
ド
と
は
？


